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2022年に位置天文衛星 Gaiaが公開した Gaia DR3により、3個のブラックホール (BH)が発見された (e.g.
Tanikawa et al. 2023, ApJ, 946, 79)。Gaia BHと呼ばれているこれらの天体は、太陽質量程度の恒星とBHの連
星で軌道周期が 200 から 4000日である。BHを持つ低質量X線連星 (軌道周期 10日以下)とは質的に異なる天体
である。Gaia BHを孤立連星系からの連星進化で作るのは困難である一方で、散開星団中での力学進化で作るの
は有望であることが散開星団のN体計算で明らかとなっている (Tanikawa et al. 2024, MNRAS, 527, 4031)。
我々はGaia BHを散開星団の N体計算で作る過程で、2つの BHからなる連星 BH (BBH)とその周りを公転

する恒星からなる階層 3体系 (Gaia BBH)が多数形成されていることに気づいた。くわしく解析した結果、Gaia
BBHの形成率は、低金属量環境の場合、Gaia BHの形成率の 10%という非常に高いものであった。
Gaia BBHの発見方法を検討した結果、BBHの周りを公転する恒星の視線速度変化を調べるのが最も有望で

あると我々は結論した。BBHの摂動によって恒星の視線速度変化はケプラー解からずれる (Hayashi et al. 2020,
ApJ, 890, 112)。我々は、N体計算を基に、40個のGaia BHの中に検出可能な視線速度のずれを持ったGaia BBH
が 1つは存在することを明らかにした。Gaia DR4ではGaia BHが数 10個見つかると予想されているので、数
年以内にGaia BBHを発見できる可能性がある。本発表では、我々のN体計算の結果を紹介し、数 10個のGaia
BH の中からいかにGaia BBHを発見するかの戦略について議論する。


